
こどもの意見聴取事業の経過について 

 

１ 事業の趣旨・効果 

（１）趣旨 

令和５年４月に施行された「こども基本法」において、『子育て支援などの“こど

も施策”を策定・実施・評価するに当たっては、施策の対象となるこども又はこど

もを養育する者その他関係者の意見を反映させるために必要な措置を講ずること』

が明記されたことから、本市のこども施策についてこどもから意見を聴取し、こど

もの意見を施策に反映させること目指す「こどもの意見聴取事業」を実施。 

 

（２）効果 

行 政：光市のこども施策等を周知するとともに、こどもからの意見を聴取し、

こども施策等に反映することで、施策の有効性を高めることができる。 

こども：行政が行っている様々なこども施策等について知り、また意見を発する

ことにより、自らが関与していることを実感することができる。 

 

２ 令和７年度の事業の詳細 

（１）概要          

小学６年生を対象に、本市のこども施策等を分かりやすく記載したリーフレット

（別紙）を用いて「こどもの権利」及び光市のこども施策に関する説明を行うとと

もに、「ひかりファミリー・サポート・センター事業」に対する意見を聴取。 

 

（２）実施内容 

  ア 対 象：市内小学校に通う小学６年生（２５７人） 

  イ 時 期：５月下旬から７月上旬 

ウ 方 法：授業１コマ分の時間をつかい、授業の一環として実施 

エ 内 容：「こどもの権利について」、「光市のこども施策（ファミサポ含む）につ

いて」 

 

（３）意見聴取の結果（こどもの意見概要） 

ア ファミサポで「預かり」と「送迎」以外にしてほしい手伝いについて 

（ア）家事関係（料理を作ってほしい。片づけを手伝ってほしい。等） 

（イ）宿題関係（家庭教師をしてほしい。音読をしてほしい。等） 

（ウ）習い事関係（習い事の練習相手をしてほしい。等） 

（エ）その他関係 



・一緒に買い物にいきたい。 

・一緒に遊んでほしい。 

・相談にのってほしい。 

・長時間の預かりをしてほしい。等 

 

イ ファミサポを安心して利用するためのアイデアについて 

（ア）利用前のアイデア 

・インターネットを活用して、簡単に事前打ち合わせができるようにする。 

・協力会員の特徴・情報を聞いてから、依頼の有無を決める。 

・協力会員をスマホで選べるようにする。等 

   （イ）利用中のアイデア 

・利用中の位置情報を親が確認できるようにする。 

・１時間に１回、活動の様子を写真で撮り、親に報告してもらう。 

     ・活動の様子を配信したり、録画したりする。等 

（ウ）利用後のアイデア 

     ・協力会員の活動を評価し、その他の依頼会員が確認できるようにする。 

     ・お手伝いした日の内容を連絡帳に書き留めて、情報を交換する。 

（エ）預かり場所について 

・安全（綺麗）な場所で預かる。 

・あいぱーくで預かってもらう。（見知らぬ人の家で預かってもらうのは怖

い）等 

（オ）協力会員について 

・話しやすい人、気をつかわない人が良い。 

・習い事（陸上）に詳しい人が良い。 

  （カ）その他 

     ・自分一人だけではなく、友達も一緒に預かり・送迎をしてほしい。 

     ・安い値段で利用できるようにする。 

     ・自分の住んでいる地域の人にお手伝いをしてほしい。等 

 

 

 

 

 

 






